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私たちの世代の役割は
自分らが生きた時代に誇りを持ち
次世代にその魅力を伝えることだ
�東京都退職公務員連盟会長　松本　衛
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「
忘
れ
ま
せ
ん
あ
な
た

方
の
こ
と
を
」
２
０
１
１

年
３
月
、
東
日
本
大
震
災

直
後
、
原
発
事
故
に
よ
る

全
国
に
避
難
す
る
退
公
連

会
員
に
福
島
県
連
事
務
局

が
呼
び
か
け
た
言
葉
で
あ

る
●
今
、
日
公
連
事
務
局

は
各
退
公
連
で
会
費
の
集

金
や
退
公
連
新
聞
を
配
る

方
々
、
超
高
齢
会
員
を
見

守
る
方
、
各
支
部
長
・
事

務
局
長
、
各
退
公
連
本
部

事
務
局
長
等
役
員
の
方
々

に
こ
の
言
葉
を
送
る
●
人

の
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ

で
黙
々
と
ご
自
分
の
役
目

を
果
た
さ
れ
る
。時
に「
あ

り
が
と
う
」
の
声
か
け
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
報
わ

れ
る
し
か
な
い
●
こ
の
人

々
に
よ
っ
て
１７
万
会
員
の

組
織
が
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
日
公
連
事
務
局
は

忘
れ
た
こ
と
は
な
い
●
全

国
大
会
で
そ
の
労
に
報
い

た
い
と
構
想
は
す
る
が
、

対
象
の
人
々
が
全
国
で
あ

ま
り
に
も
大
勢
で
、
人
選

の
難
し
さ
か
ら
実
現
を
見

て
い
な
い
。
今
年
度
も
ご

無
礼
を
承
知
で
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
御
礼
を
申
し
上
げ

る
し
か
な
い
。

　
声
を
大
に
し
て
心
を
込

め
て
、
御
礼
の
言
葉
を
お

届
け
し
ま
す
。「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

�

（
Ｚ
）

　
「
先
日
、社
会
保
障
に
関

す
る
緊
急
要
望
を
村
上
総

務
大
臣
・
福
岡
厚
労
大
臣

に
説
明
し
、
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
年
金
受
給
者

団
体
の
中
核
の
一
つ
と
し

て
、
日
公
連
は
役
割
を
果

た
す
時
期
に
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
団
結
し
て
充

実
発
展
さ
せ
る
た
め
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

１
月
２３
日
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
全

国
事
務
局
長
会
で
の
鴨
下

会
長
の
言
葉
で
あ
る
。

　
会
務
報
告
に
続
い
て
、

令
和
７
年
度
の
行
事
予
定

・分
担
金
（
案
）
の
説
明
。

　
眞
柴
年
金
専
門
員
は
財

政
検
証
結
果
に
基
づ
く
社

会
保
障
制
度
審
議
会
年
金

部
会
の
議
論
に
つ
い
て
、

「
被
用
者
保
険
の
更
な
る

適
用
拡
大
」「
在
職
老
齢

年
金
制
度
の
見
直
し
」
等

意
見
が
一
致
し
た
事
項
、

先
送
り
に
な
っ
た
事
項
等

を
詳
述
し
た
。

　
室
井
社
会
保
障
対
策
委

員
長
は
、
令
和
７
年
度
の

要
望
事
項
（
案
）（
４
月

号
に
掲
載
予
定
）
の
説
明

の
後
、
令
和
６
年
度
の
緊

急
要
望
事
項
（
２
月
号
に

掲
載
）
に
つ
い
て
も
、
要

望
時
に
言
及
す
る
よ
う
求

め
た
。

　
柳
本
社
会
貢
献
活
動
推

進
委
員
長
は
活
動
計
画
の

説
明
の
後
、
高
齢
者
の
孤

立
の
問
題
に
関
心
を
持
つ

と
共
に
、
認
知
症
や
介
護

に
関
す
る
知
識
の
習
得
が

必
要
で
あ
る
と
力
説
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
子
供
の

体
験
、
学
習
の
格
差
解
消

の
支
援
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。

　
鯨
岡
組
織
委
員
長
は
、

退
公
連
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
日
々
の
生
活
の
中
に
あ

る
こ
と
を
説
い
て
会
員
勧

誘
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
の
時
期
現
職
の
職

場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
大

事
で
、
繰
り
返
し
訪
問
し

て
退
公
連
を
熱
く
語
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
た
。

　
午
後
は
組
織
拡
充
活
動

に
関
す
る
事
例
発
表
と
協

議
が
行
わ
れ
た
。

⑴「
退
公
連
の
ア
ピ
ー
ル
」

　
京
都
府
連
事
務
局
長

�

中
東
佳
和

▼
年
金
の
あ
り
が
た
さ
、

退
公
連
の
年
金
を
守
る
活

動
を
会
員
で
共
有
し
、
勧

誘
担
当
者
は
入
会
候
補
者

に
、
そ
の
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
し
て
年
金
に
関
す
る

不
安
感
を
払
拭
す
る
。　

▼
役
員
の
若
返
り
と
共

に
、
勧
誘
担
当
者
に
女
性

会
員
を
多
く
登
用
す
る
。

▼
現
役
や
再
任
用
の
年
齢

層
に
退
公
連
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
支
部
の
交
流
会
、

研
修
会
に
未
加
入
の
人
を

誘
う
。

▼
「
街
を
美
し
く
」
の
吊

り
下
げ
旗
を
京
都
府
内
各

所
に
掲
示
す
る
。

▼
会
員
向
け
に
花
の
苗
や

暑
中
見
舞
い
な
ど
を
送
っ

て
会
員
意
識
を
高
め
る
。

　
３０
年
前
は
会
員
３
千
名

を
超
え
る
大
き
な
組
織
で

あ
っ
た
。
退
会
が
新
入
会

員
を
上
回
る
年
が
続
い
て

現
在
は
１
千
名
近
く
。
再

生
を
目
指
し
た
以
上
の
取

り
組
み
で
、
６
年
度
は
支

部
の
会
員
増
を
達
成
、
表

彰
さ
れ
た
。

⑵
「
若
者
が
い
な
い
組
織

は
夢
が
な
い
」

　
福
岡
県
連
事
務
局
長

�

藤
崎
嘉
丈

福
岡
県
連
筑
紫
南
支
部
の

取
り
組
み

　
令
和
５
年
度
総
会
員
数

５３
→
９３
名
、
６
年
度
１０８
名

（
途
中
集
計
）。
４０
～
５０
歳

の
教
員
に
焦
点
を
当
て
、

複
数
の
役
員
の
人
脈
で
準

会
員
を
多
く
勧
誘
す
る
。

県
連
の
取
り
組
み

　
福
岡
県
連
を
４
ブ
ロ
ッ

ク
に
再
編
。
県
大
会
を
順

繰
り
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
運

営
、
県
と
地
元
自
治
体
に

後
援
を
依
頼
し
て
行
う
。

第
１
回
「
掘
り
起
こ
せ
退

公
連
の
魅
力
を
！
」

第
２
回
「
退
公
連
の
強
さ

を
取
り
戻
そ
う
！
」

第
３
回
「
羽
ば
た
こ
う
福

岡
県
退
公
連
」
な
ど
の
テ

ー
マ
で
毎
回
９０
名
～
１２０
名

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ

こ
で
も
筑
紫
南
支
部
の
組

織
強
化
の
取
り
組
み
は
大

会
を
盛
り
上
げ
る
大
き
な

力
に
な
っ
た
。

　
県
大
会
が
即
、
組
織
強

化
に
繋
が
ら
な
い
が
、
汗

を
か
い
た
分
は
時
を
経
て

現
れ
る
事
実
を
経
験
す

る
。こ
の
取
り
組
み
は「
わ

れ
ら
の
信
条
の
精
神
」「
自

助
・
共
助
・
公
助
」「
人

の
つ
な
が
り
」
の
実
現
を

目
指
す
。

　
去
る
２
月
６
日
、
日
公

連
は
厚
い
信
頼
を
置
く
、

惜
し
い
人
の
訃
報
に
接
し

ま
し
た
。
東
京
都
連
会
長

日
公
連
理
事
・
財
務
委
員

長 

松
本 

衛
様
で
す
。

　
１
月
１６
日
入
院
加
療
中

の
と
こ
ろ
逝
去
さ
れ
、
家

族
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
と

聞
き
ま
す
。

　
松
本
理
事
は
現
役
を
引

退
後
、
東
京
青
梅
市
教
育

委
員
会
の
教
育
相
談
室
に

勤
め
ら
れ
、
相
談
の
親
子

に
心
の
こ
も
っ
た
対
応
で

相
談
室
の
敷
居
を
低
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
京
都
連
の

会
長
に
推
挙
さ
れ
、
日
公

連
の
広
報
副
委
員
長
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
財
務
委

員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
退
公
連
新
聞
を
だ

い
じ
に
さ
れ
て
、
新
聞
分

担
金
の
問
題
、
退
公
連
新

聞
発
行
に
関
す
る
寄
付
金

の
募
金
等
の
問
題
に
献
身

的
に
関
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
相
談
の
ご
経
験
か

ら
会
員
個
人
と
組
織
を
大

事
に
さ
れ
、
特
に
準
会
員

の
勧
誘
に
注
力
さ
れ
て
東

京
都
連
の
組
織
強
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
日
公
連

・
都
連
に
多
大
の
実
績
を

残
し
て
旅
立
た
れ
た
松
本

理
事
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

８
月
新
橋
演
舞
場
公
演
　
　「
華
岡
青
洲
の
妻
」

　
８
月
６
日
（
水
）
午
前
の
部
１１
時
３０
分
開
演

①
募
集
５０
名

②
参
加
費
１
万
２
千
６
百
円
（
お
弁
当・お
茶
付
き
）

③
申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
て
、

　
お
名
前・住
所・電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

④
受
け
付
け
は
、
７
月
４
日
（
金
）
ま
で

⑤
参
加
決
定
者
に
は
、
ご
連
絡
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、

�

担
当
・
鈴
木
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
公
連
女
性
部
は
、
地

震
と
豪
雨
災
害
の
被
災

地
、
石
川
・
富
山
・
福
井

・
新
潟
各
県
連
の
被
災
会

員
の
方
々
に
、
お
見
舞
い

を
兼
ね
て
「
ほ
っ
と
で
き

る
時
間
を
」
と
、
昨
年
来

絵
手
紙
を
送
る
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
と

絵
に
当
該
県
連
の
会
員
や

女
性
部
か
ら
感
謝
の
書
状

が
各
地
に
届
い
て
い
ま

す
。
志
を
同
じ
く
す
る
仲

間
か
ら
の
絵
手
紙
を
格
別

な
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
様

子
。
一
通
ご
と
に
認
め
ら

れ
た
お
気
持
ち
は
被
災
会

員
の
心
に
明
か
り
を
と
も

し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
被
災
地
、
特
に
能
登

の
復
興
に
は
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
。
日
公
連
事

務
局
は
会
員
の
方
々
と
共

に
被
災
地
を
想
い
、
復
興

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
世
の
中
は
「
共
生
」
に

動
い
て
い
ま
す
。
絵
手
紙

の
事
業
に
ご
協
力
賜
っ
た

会
員
の
方
々
の
善
意
と
ご

努
力
に
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

組
織
を
充
実
発
展
さ
せ
る
と
き

日
公
連
は
年
金
受
給
者
団
体
の
中
核
の
一
つ

全国事務局長会

温
か
い
志
に
感
謝
！

　
　

日
公
連
女
性
部
は
被
災
地
に
絵
手
紙
を
送
る

追悼
松
本 

衛 

東
京
都
連
会
長

　
　
　
日
公
連
理
事
・
財
務
委
員
長

観
劇
会
の
ご
案
内
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会
員
の
広
場

人形師の子どもたち

「さあ、歌いましょう！」
「つくしの会」で高齢者
施設を訪問

楽しかった親睦旅行（川越）

ユネスコ未来遺産認定祝賀会

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

夜
更
か
し
を
な
せ
ば
疲
る
る
老
の
身
に

言
葉
一
つ
を
探
し
て
止
ま
ず

�

福
島
県
　
今
野
金
哉

底
冷
え
に
甘
酒
一
杯
嵯
峨
野
路
の

君
と
の
茶
店
覚
え
て
い
て
か

�

愛
知
県
　
落
合
義
紀

後
ろ
か
ら
声
か
け
ら
る
る
気
配
し
て

ペ
ン
置
き
て
向
く
独
り
居
の
部
屋

�

岡
山
県
　
中
江
泰
三

老つ

妻ま

病
み
て
独
り
暮
し
と
な
り
し
吾

自
問
自
答
の
侘
し
消
光

�

熊
本
県
　
久
保
田
睦
雄

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

辛
く
て
も
句
に
し
苦
に
せ
ず
し
の
い

で
く�

茨
城
県
　
櫻
井
康
雄

意
地
悪
な
鏡
だ
歳
を
当
て
た
が
る

�

愛
知
県
　
竹
内
明
弘

臥
す
妻
に
花
丸
も
ら
う
塩
む
す
び

�

長
野
県
　
白
石
幸
男

氷
張
る
庭
の
片
隅
ガ
ー
ベ
ラ
の

凛
と
咲
き
た
り
愛
し
さ
募
る

�

愛
知
県
　
横
井
真
人

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

冬
ざ
れ
に
連
れ
て
逝
か
れ
し
友
無
口

�
宮
城
県
　
平
岡
良
一

検
診
日
行
く
前
帰
り
顔
変
わ
り

�

千
葉
県
　
吉
野
梓
楼

バ
レ
ン
タ
イ
ン
自
分
ご
ほ
う
び
そ
っ
と

買
い�

栃
木
県
　
舘
野
　
博

ボ
ケ
ふ
た
り
ど
な
た
か
ツ
ッ
コ
ミ
い
れ

と
く
れ�

茨
城
県
　
小
髙
五
十
二

大
雪
や
村
里
す
っ
ぽ
り
雪
の
笠

�

山
形
県
　
上
野
直
樹

冬
ぬ
く
し
子
ら
の
は
し
ゃ
ぎ
に
ほ
っ
と

せ
し�

岐
阜
県
　
髙
橋
良
明

山
小
屋
の
煙
に
息
吹
き
雪
の
中

�

愛
知
県
　
小
笠
原
幸
男

心豊かに心豊かに

　
組
織
の
役
員
は
、
駅

伝
の
選
手
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。

　
昭
和
３８

年
の
大
学

祭
駅
伝

で
、
選
手

の
私
は
た
す
き
を
貰
う

が
、
先
行
選
手
が
全
く

見
え
な
い
。
ど
ん
な
状

況
で
あ
れ
、
時
短
と
完

走
に
よ
る
た
す
き
継
承
の

責
任
が
、
重
く
私
を
苦
し

め
る
。
黙
々
と
走
っ
た
。

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
、
先

行
選
手
が
見
え
た
。
夢
中

で
追
い
着
き
、
一
気
に
７

人
抜
く
。運
も
味
方
し
て
、

区
間
賞
の
盾
を
も
ら
っ

た
。

　
新
聞
の
退
公
連
ノ
ー

ト
の
執
筆
や
広
報
委
員

会
・
全
国
大
会
の
決
議

の
提
案
は

駅
伝
走
と

同
様
息
苦

し
く
、
緊

張
感
一
杯

で
し
た
。
終
わ
れ
ば
、

貴
重
な
体
験
と

　
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
た
す
き
を
継
ぐ
」

群
馬
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
加
納
　
嶽

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
印
旛
支
部
は
９
つ
の
市
町
か
ら
成
り
、
会
員
数
は
６０７
名
（
令
和
６
年
８
月
３１
日
現
在
）
で
、
千
葉
県
２１
支

部
の
中
で
２
番
目
に
多
い
支
部
で
す
。
印
旛
支
部
の
〝
活
動
の
目
玉
〟
は
、
高
齢
者
施
設
を
訪
問
す
る
「
つ

く
し
の
会
」
と
「
コ
ス
モ
ス
集
会
」、「
親
睦
旅
行
」
の
３
つ
で
す
。

�

千
葉
県
退
職
公
務
員
連
盟
印
旛
支
部
　
田
邉
み
さ
を

いきいき退公連

千葉県連の巻

・
語
り
・
三
味
線
な
ど
す
べ
て

の
役
割
を
座
員
が
分
担
し
ま

す
。

　
毎
年
４
月
３
日
の
沼
須
砥
石

神
社
の
祭
り
で
演
じ
ら
れ
る
ほ

か
、
郷
土
芸
能
祭
、
社
会
福
祉

施
設
、
県
内
外
の
発
表
会
な
ど

で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
２５
年
ほ
ど
前
か
ら
は
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
芸
能
と
い
う
た
す
き

　
沼
田
市
の
「
沼
須
人
形
芝
居

あ
け
ぼ
の
座
」
が
２
０
２
２
年

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
未
来
遺
産

に
群
馬
県
で
初
め
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
人
形
芝
居
は
幕

末
に
始
ま
り
、
一
時
中
断
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

５０
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ

「
あ
け
ぼ
の
座
」
と
し
て
復
活

し
ま
し
た
。
一
人
で
一
体
の
人

形
を
操
る
の
が
特
徴
で
、
人
形

を
１００
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
も

繋
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気

込
み
で
、
市
内
の
全
小
学
校
で

人
形
に
触
れ
さ
せ
、
体
験
さ
せ

る
学
習
を
継
続
的
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
で
は
子
ど
も
の

団
員
も
増
え
、
小
学
生
か
ら
高

訪
問
計
画
の
立
案
等
は
女

性
部
役
員
が
行
っ
て
い
ま

す
が
、
訪
問
に
際
し
て
は

本
部
役
員
や
推
進
役
員
も

同
行
し
て
協
力
し
て
い
ま

す
。

笑
顔
輝
く
退
公
連
を
め
ざ
し
て

笑
顔
輝
く
退
公
連
を
め
ざ
し
て

未
来
遺
産

「
沼
須
人
形
芝
居 

あ
け
ぼ
の
座
」

群
馬
県
退
職
公
務
員
連
盟
利
根
沼
田
支
部
長
　
大
島
俊
夫
　

　「
コ
ス
モ
ス
集
会
」
は
、

講
演
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・

作
品
展
示
の
３
部
門
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

は
、
退
職
後
に
喫
茶
店
を

開
い
た
り
、
陶
芸
を
学
ん

齢
者
ま
で
４０
名
近
い
団
員
が
家

族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
「
あ
け
ぼ
の
座
」
の
座

長
さ
ん
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た

だ
き
、ま
た
、沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協

会
事
務
局
の
立
場
で
、「
あ
け
ぼ

の
座
」
の
未
来
遺
産
認
定
へ
の

お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
関
係
で
、そ
の
後
も「
あ
け
ぼ

の
座
」
の
活
動
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
社
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

だ
け
入
居
者
の
方
も
参
加

す
る
形
で
、
よ
り
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
私
も
演
示
者
の
一
人
と

し
て
、
歌
を
担
当
し
て
い

　「
つ
く
し
の
会
」
は
、

２
０
１
３
年
に
当
時
の
女

性
部
長
を
中
心
に
立
ち
上

げ
た
社
会
貢
献
活
動
の
組

織
で
す
。
月
に
１
回
、
年

間
１０
回
程
度
高
齢
者
施
設

を
訪
問
し
、
入
居
者
の
方

々
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
す
。

　
演
目
は
、
歌
や
楽
器
演

奏
、
朗
読
、
舞
踊
、
体
操

等
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
ま
す
。
演
示
者
は
主

に
会
員
で
す
が
、
会
員
以

外
の
方
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る

で
作
品
を
作
っ
た
り
と
新

た
な
生
き
が
い
を
持
っ
て

活
躍
し
て
い
る
会
員
の
話

等
を
聴
い
て
い
ま
す
。

　
年
に
１
回
の
日
帰
り
旅

行
は
、
親
睦
を
深
め
る
大

切
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
川
越
に
行

き
、
草
加
で
の
煎
餅
焼
き

体
験
や
街
並
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
行
き
帰
り

の
バ
ス
の
中
で
の
情
報
交

換
も
有
意
義
で
し
た
。

　
印
旛
支
部
で
は
こ
う
し

　
来
年
度
か
ら
退
公
連
新

聞
は
、
隔
月
発
行
の
予
定

で
す
。
発
行
の
な
い
月
の

情
報
交
換
と
学
び
合
い
の

場
の
確
保
の
た
め
に
ラ
イ

ン
の
活
用
を
考
え
ま
し

た
。
具
体
的
な
手
順
に
つ

い
て
は
、
各
退
公
連
事
務

局
に
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
併

せ
て
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
予
定

で
す
。

　
日
公
連
の
ラ
イ
ン
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、

お
友
達
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
県
連
役
員
の

方
々
、
支
部
の
役
員
・
会

員
の
方
々
の
積
極
的
な
登

録
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
県
連
・
支
部
の
活
動
、

会
員
の
方
の
個
人
的
な
活

動
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来

事
、
社
会
保
障
制
度
に
関

す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ラ
イ
ン
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
お
届
け
い

た
だ
い
た
情
報
は
、
個
人

情
報
保
護
等
に
配
慮
し
て

活
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
す
。
皆
さ
ん

が
楽
し
そ
う
に

歌
う
笑
顔
は
素

敵
で
見
て
い
る

だ
け
で
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　
施
設
や
演
示

者
と
の
連
絡
、

日
程
の
調
整
、

た
取
り
組
み
を
通
し

て
、
社
会
貢
献
活
動

の
さ
ら
な
る
推
進

と
、
会
員
の
交
流
・

親
睦
を
図
る
こ
と
に

よ
り
組
織
の
も
と
に

団
結
し
、
笑
顔
輝
く

退
公
連
を
め
ざ
そ
う

と
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

行
う
）
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
沼
須

人
形
芝
居
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
が
積
極

的
に
参
画
し
地
域
の

伝
統
芸
能
や
文
化
遺

産
を
保
存
推
進
す
る

活
動
に
対
し
て
、
今

後
も
退
公
連
と
し
て

積
極
的
に
連
携
・
協

力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
２
月
号
掲
載
の
「
郵
政

退
職
者
連
盟
」
は
、「
日

本
郵
政
退
職
者
連
盟
」
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


